
（別紙３）

～ 2026年2月20日

（対象者数） 90 （回答者数）
71

～ 2026年3月13日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動内容によっては中学生・高校生での活動が多いが小学

生にも楽しめるような活動プログラムの充実を計る。

2

安全に配慮しながら、近隣の児童が遊んでいる時には一緒に

遊べるようにアプローチをする。

3

・外出先などが固定化してきている事もあり、より幅広く児

童が楽しめるプログラムの設定をする。また下見を行い、よ

り充実した活動ができるように準備する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・現在も行っているが、川東地域の方のご利用者の送迎の中

間地点での送迎を行う。

2

・新事業所（９月開所予定）を開設することで受け入れ人数

を増やす。

3

・活動内容に盛り込みながら保護者への周知をしていく。

○事業所名 放課後等デイサービスピュアはーと

○保護者評価実施期間
2026年2月10日

○保護者評価有効回答数

2026年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・避難訓練が保護者の方に周知されていない。 長期休暇プログラムに入れているが、対象となる児童の保護者

の方以外に周知されていないため。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・送迎範囲が長岡市の川西地域中心である。 ・送迎時間や送迎人員の確保が難しいため。

・定員人数の関係で曜日の固定ニーズにこたえることが難し

い。

・曜日によっては定員人数に達しているため。

・休日の活動で季節行事や調理活動・外出活動などより充実し

た活動を行っている。

・保護者の方や利用児童からの活動のご希望を聞きながらプロ

グラムの設定を行っている。また、家では体験できない活動や

行ったことがない場所を選定している。

事業所近くに（歩いて１０分以内）公園が複数点在しているた

め、屋外で自然に触れるの活動が多い。

行先は１か所ではなく、その時の児童の特徴や児童のニーズ、

職員数を考慮して、いろいろな公園で活動をしている。

・長期休暇中心に外出や体験プログラムなど幅広く活動内容を

取り入れている点。

・平日の活動の子ども会議の中で長期休暇にしたいプログラム

を児童から出してもらいながら職員間で取り入れられそうなプ

ログラムを設定している。

事業所における自己評価総括表公表


